
 

は
じ
め
に 

ヤ
マ
ブ
ド
ウ
は
久
慈
地
方
が

国
内
有
数
の
産
地
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
生
産
者
の
収
益
性
が

低
い
こ
と
が
課
題
で
し
た
。
し

か
し
、
平
成
二
十
八
年
に
「
涼

海
の
丘
ワ
イ
ナ
リ
ー
」
が
開
業

さ
れ
た
こ
と
で
、
単
価
の
高
い

ワ
イ
ン
原
料
と
し
て
の
需
要
が

増
加
し
、
生
産
者
の
収
益
性
向

上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
で
は
既

存
の
系
統
に
加
え
、
近
年
新
た

に
新
規
有
望
系
統
と
な
る
「
高

森
早
生
系
」
と
「
佐
藤
系
」
が

選
抜
さ
れ
、
収
穫
期
の
作
業
分

散
や
収
量
の
増
加
に
よ
る
安
定

供
給
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
久
慈
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
規
有
望

系
統
の
品
質
を
早
期
に
把
握
し
、

導
入
を
加
速
化
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
生
育
特
性
・
醸
造

適
性
の
把
握
、
普
及
拡
大
に
取

り
組
み
ま
し
た
。 

 
 

系統別に醸造試験を実施したワイン  

 

ワイン加工適性の高いヤマブドウ系統の選抜と普及拡大 

～久慈地域～ 
 



 

ワ
イ
ン
加
工
適
性
の
高
い
系
統

の
選
抜
と
生
育
特
性
の
把
握 

①
系
統
別
比
較
実
証
ほ
の
設

置
・
調
査 

新
規
有
望
系
統
を
含
む
６
系

統
に
つ
い
て
、
系
統
別
比
較
実

証
ほ
を
設
置
し
、
生
育
特
性
・

果
実
品
質
等
の
調
査
を
継
続
し

て
行
い
ま
し
た
。 

平
成
三
十
年
か
ら
令
和
二
年

ま
で
の
系
統
別
品
種
比
較
実
証

ほ
の
調
査
の
結
果
、
二
系
統
と

も
に
、
優
良
な
系
統
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

「
高
森
早
生
系
」
は
他
系
統

よ
り
収
穫
期
が
早
く
、
収
穫
・

調
製
作
業
の
平
準
化
が
期
待
で

き
る
こ
と
、
収
量
が
多
く
、
糖

度
等
の
果
実
品
質
も
優
れ
て
い

ま
す
。 

「
佐
藤
系
」
は
結
実
率
が
高

く
、
病
害
等
に
よ
る
果
実
の
腐

敗
も
少
な
い
こ
と
、
収
量
は
平

均
以
上
で
あ
り
、
糖
度
等
の
果

実
品
質
も
優
れ
て
い
ま
す
。 

②
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
新
規
有
望
系
統

の
醸
造
試
験 

新
規
有
望
系
統
の
ワ
イ
ン
醸

造
試
験
を
（
地
独
）
岩
手
県
工

業
技
術
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
、

既
存
系
統
「
野
村
系
」
と
の
比

較
に
よ
り
、
醸
造
適
正
を
把
握

し
ま
し
た
。 

果
汁
品
質
調
査
及
び
醸
造
試

験
の
結
果
、
い
ず
れ
の
系
統
と

も
、
搾
汁
率
、
果
汁
成
分
、
発

酵
の
状
況
、
ワ
イ
ン
成
分
な
ど

醸
造
上
の
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
「
高
森
早
生
系
」

は
色
が
濃
く
、
甘
い
香
り
と
味

の
厚
み
で
官
能
評
価
結
果
が
高

く
、
「
佐
藤
系
」
は
個
性
的
な

香
り
と
軽
や
か
な
味
で
、
官
能

評
価
は
既
存
系
統
並
み
に
良
好

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

③
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
新
規
有
望
系
統

の
評
価 

新
規
有
望
系
統
の
早
期
普
及

や
販
路
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
新
規
有
望
系
統
の

ワ
イ
ン
醸
造
適
性
評
価
の
た
め
、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規有望系統「高森早生系」「佐藤系」の概要         

  

 

 

 

 

 

 

                        

新規有望系統のワイン加工適性調査結果           現地研修会の様子  

※（地独）岩手県工業技術センター醸造試験結果（ R２）  

 

【高森早生系】
・洋野町生産者選抜系統
・早生系統（収穫９月中旬頃～）
・収穫作業の分散が可能

【佐藤系】
・野田村生産者選抜系統
・平谷系枝がわり（収穫10月中旬頃～）
・耐病性強く収量安定

系統名

外観 香り 味 総合評価

コメント２ 良
１ 可
０ 不可

5 優
3 良
0 不可

5 優
3 良
0 不可

10 優
5 良
0 不可

高森早生系 2.0 3.6 3.8 7.0 
甘い果実様の香り良好。
酸味強いが味に厚み、
バランス良い。

佐藤系 2.0 3.0 3.6 6.0 
果実、香草やスパイス様の
個性的な香り。酸味があり
軽やかな味。

野村系 2.0 3.3 3.5 6.2 
花、果実様のはなやかな
香り。軽やかな味。酸味強
く後味すっきり。



 

県
内
の
専
門
家
（
ソ
ム
リ
エ
等
）

に
よ
る
外
部
評
価
会
を
実
施
し

ま
し
た
。 

専
門
家
に
よ
る
外
部
評
価
会

で
は
、
ワ
イ
ン
評
価
の
他
に
も
、

ヤ
マ
ブ
ド
ウ
ワ
イ
ン
と
料
理
の

ペ
ア
リ
ン
グ
の
提
案
や
、
ヤ
マ

ブ
ド
ウ
の
酸
味
を
い
か
し
た
ワ

イ
ン
造
り
等
に
つ
い
て
助
言
が

あ
っ
た
の
で
、
地
元
ワ
イ
ナ
リ

ー
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
取

り
組
み
を
促
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
地
域
の
関
係
者
を
集

め
た
評
価
会
で
は
、
参
加
し
た

生
産
者
や
地
元
ワ
イ
ナ
リ
ー
、

関
係
機
関
等
に
新
規
有
望
系
統

の
生
育
特
性
や
ワ
イ
ン
加
工
適

性
等
の
周
知
を
図
り
ま
し
た
。 

い
ず
れ
の
系
統
で
も
高
い
評

価
が
得
ら
れ
、
地
元
ワ
イ
ナ
リ

ー
で
も
新
規
有
望
系
統
を
利
用

し
て
ワ
イ
ン
を
製
造
し
た
い
と

い
う
意
見
も
得
ら
れ
ま
し
た
。 

  

新
規
有
望
系
統
の
普
及
・
拡
大 

①
新
規
有
望
系
統
の
特
性
等
の

周
知
（
令
和
二
年
～
） 

新
規
有
望
系
統
の
特
性
等
を

早
期
に
周
知
し
、
新
改
植
を
促

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

久
慈
地
方
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
振
興
協

議
会
が
開
催
す
る
実
績
検
討
会

及
び
現
地
研
修
会
（
年
四
回
）

に
お
い
て
、
新
規
有
望
系
統
の

生
育
特
性
・
果
実
品
質
、
ワ
イ

ン
加
工
適
性
等
を
周
知
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
新
規
有
望
系

統
は
優
良
系
統
と
し
て
会
員
に

認
識
さ
れ
、
新
規
有
望
系
統
へ

の
新
改
植
希
望
が
出
て
き
て
い

ま
す
。 

②
生
産
を
振
興
す
る
品
種
へ
の

位
置
づ
け 

新
規
有
望
系
統
の
導
入
を
促

進
す
る
た
め
、
「
果
樹
産
地
構

造
改
革
計
画
（
令
和
三
～
七
年

計
画
、
久
慈
地
方
果
樹
産
地
協

議
会
）
」
に
お
い
て
、
新
規
有

望
系
統
を
「
生
産
を
振
興
す
る

品
目
・
品
種
」
と
し
て
位
置
付

け
ま
し
た
。 

新
規
有
望
系
統
を
「
果
樹
産

地
構
造
改
革
計
画
」
に
位
置
付

け
た
こ
と
に
よ
り
、
「
果
樹
経

営
支
援
対
策
事
業
」
を
活
用
し

た
新
改
植
が
可
能
に
な
り
、
生

産
者
の
新
改
植
の
負
担
減
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。
令
和
四
年
度

に
は
、
本
事
業
を
活
用
し
、
約

二
十
ａ
が
新
規
有
望
系
統
に
改

植
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。 

お
わ
り
に 

現
在
久
慈
地
域
で
は
、
生
産

者
の
高
齢
化
等
の
理
由
か
ら
生

産
量
が
減
少
し
て
お
り
、
地
域

需
要
分
を
満
た
せ
て
い
な
い
状

況
で
す
。
久
慈
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
で
は
、
収
量
の
多
い

新
規
有
望
系
統
へ
の
改
植
等
を

勧
め
な
が
ら
、
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
の

生
産
性
向
上
に
向
け
、
引
き
続

き
支
援
し
て
行
き
ま
す
。 

（
文
：
久
慈
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
） 

    

ヤマブドウ新系統のワイン適正評価委会の様子（令和３年２月１９日）  


